



































1 . 真偽判断のモダリテイ (1)
一般に文 (Sentence)は客観的な素材を表す部分と、表現者の主観的な態度を表す部分
に構成されるが、客観的素材を表す部分を「命題 (Proposition)J、主観的態度を表す
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